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ら
か
紙
表
の
号
今

ら
か
紙
表
の
号
今

地区だより

（
撮
影
・
執
筆

　油
座
盛
明
）

「TAGAYASU」に名称が変わり、7部目になります。

編集後記となり「文字とのふれあい」が大変増えてきた

ことを実感しています。もしも、見る聞く話すしかなか

ったら壮大な歴史の変化を知ることは叶わなかったと思

われます。「文字」には残す力が備わっていると強く感

じます。農業委員会だより「TAGAYASU」も振り返っ

て見た時に農業の歴史、いわきの歴史などを思い起こす

ことができるかと思います。

　ちなみに「TAGAYASU耕（す）」は「田返す」の音

変化で田畑を掘り返すの意味があり、人にとっては、過

去を振り返る意味合いにも取れます。「文字とのふれあ

い」により、数々の思い出など心を耕すこともできるの

ではと思います。

　皆様も日記、手紙、メモ、何にでも「文字」を書き留

めておいてはいかがでしょうか？

 過ぎ去りし過去には感動が埋もれているはずです。  

　　　　　　　　　　　　　　　　　（執筆：新妻吉人）

　昨
年
11
月
23
日
に
田
人
ふ
れ

あ
い
館
を
メ
イ
ン
会
場
に
し
て

「
た
び
と
ほ
っ
こ
り
祭
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
度
の
「
た
び
と
ほ
っ
こ

り
祭
」
は
13
台
の
軽
ト
ラ
が
並

び
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
に
は
９
店

の
出
店
が
あ
り
ま
し
た
。
軽
ト

ラ
の
荷
台
に
は
田
人
産
の
新
鮮

な
ネ
ギ
や
白
菜
、
大
根
、
さ
し

み
こ
ん
に
ゃ
く
等
が
所
せ
ま
し

と
並
び
ま
し
た
。
フ
ー
ド
コ
ー

ト
に
は
、
田
人
観
光
い
ち
ご
園

の
い
ち
ご
マ
フ
ィ
ン
、
や
ま
ぼ

う
し
の
家
か
ん
ぱ
ー
に
ゅ
の
そ

ば
粉
ク
レ
ー
プ
、
こ
び
と
の
森

の
ト
マ
ト
カ
レ
ー
、
し
ど
き
の

森
の
み
そ
お
で
ん
、
田
人
地
区

集
落
支
援
員
の
じ
ゅ
う
ね
ん
塩

の
栗
お
こ
わ
、
田
人
町
商
工
会

女
性
部
の
自
然
薯
か
き
あ
げ
そ

ば
等
地
元
の
お
店
や
地
元
産
の

食
材
を
使
っ
た
食
べ
物
を
中
心

に
た
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
が
並

　土
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
な
が
ら
、

今
年
も
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
時
期
を

迎
え
ま
し
た
。
７
月
号
の
表
紙
に
は
、

そ
ん
な
収
穫
の
喜
び
あ
ふ
れ
る
一
枚

を
選
び
ま
し
た
。

　畑
か
ら
掘
り
起
こ
し
た
一
つ
ひ
と

つ
に
、
時
間
と
手
間
、
そ
し
て
自
然

の
恵
み
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　物
価
上
昇
が
続
き
、
こ
れ
か
ら
さ

ら
に
イ
ン
フ
レ
が
進
ん
で
行
く
中
で
、

　「
自
分
た
ち
で
作
る
こ
と
の
大
切

さ
」
を
子
供
た
ち
へ
伝
え
て
い
く
こ

と
。
こ
れ
も
ま
た
私
た
ち
大
人
の
大

切
な
役
割
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　畑
に
立
ち
、
汗
を
流
し
、
草
を
取

り
丁
寧
に
育
て
た
モ
ノ
を
自
分
の
手

で
収
穫
す
る
経
験
は
、
食
べ
物
の
あ

り
が
た
さ
だ
け
で
な
く
、
「
生
き
る

力
」
や
「
考
え
る
力
」
を
も
育
て
て

く
れ
ま
す
。

　そ
し
て
何
よ
り
、
自
ら
の
手
で
収

穫
し
た
も
の
が
、
親
の
手
で
温
も
り

あ
る
料
理
へ
と
変
わ
り
、
食
卓
で
の

笑
顔
に
つ
な
が
っ
た
と
き
、
最
高
の

ご
馳
走
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
自
然
と
関
わ
り
な
が
ら
農
業

を
楽
し
め
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
も
、

私
た
ち
大
人
の
大
切
な
役
割
で
す
。

　作
る
喜
び
を
次
の
世
代
へ
と
つ
な

ぎ
、
豊
か
な
未
来
を
築
く
た
め
、
私

た
ち
大
人
が
で
き
る
こ
と
を
一
歩
ず

つ
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　

び
ま
し
た
。

　当
日
の
開
催
時
間
は
９
時
で

し
た
が
、
時
間
前
か
ら
新
鮮
な

野
菜
な
ど
を
目
当
て
に
た
く
さ

ん
の
お
客
さ
ん
が
並
び
、
お
昼

前
に
は
ど
の
お
店
も
完
売
に
な

り
ま
し
た
。

　ま
た
、
ス
ピ
ン
オ
フ
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
、
田
人
の
各
地
で
だ
い

こ
ん
の
収
穫
祭
や
陶
芸
体
験
、

焼
き
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

の
企
画
が
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん

の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
た
び
と
ほ
っ
こ
り
祭
」の
第
１

回
は
平
成
20
年
（
2
0
0
8
年
）
。

　台
風
19
号
に
よ
る
被
害
を
受

け
た
令
和
元
年
と
コ
ロ
ナ
が
蔓

延
し
た
令
和
２
年
・
３
年
は

「
田
人
ひ
っ
そ
り
市
」
と
い
う

ネ
ー
ミ
ン
グ
で
小
規
模
に
開
催

し
ま
し
た
。
第
１
回
か
ら
毎
年
、

た
く
さ
ん
の
方
に
田
人
に
来
て

い
た
だ
き
、
地
区
住
民
と
し
て

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
多
く
の
方
に
来
て
い

た
だ
き
、
田
人
の
豊
か
な
自
然

や
美
し
い
風
景
を
楽
し
ん
で
、

田
人
の
人
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

鈴 木 義 直 委 員 長 ・ 菅 野 綾 副 委 員 長
加 茂 直 雅 ・ 四 家 　 誠 ・ 鈴 木 忠 光
木 村 義 昭 ・ 新 妻 吉 人 ・ 油 座 盛 明

編集委員

田人地区

「たびとほっこり祭」が
盛大に開催されました

　（
執
筆

　鈴
木
忠
光
）
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農地流動化情報農地流動化情報
　農業委員会では、耕作を目的とする農地情報の収集・提供を行って
います。売買・貸借等の意向がある方は、是非ご相談下さい。

貸したい貸したい
農地の所在地 地目 面積（a）No.

※
条
理
と
は
：
古
代
（
飛
鳥
・

　奈
良
・
平
安
時
代
）
に
行
わ

　れ
た
「
碁
盤
目
」
状
の
土
地

　区
画
制
度

◎ご覧になって、手続き等の詳細を知りたいという方　
　は、農業委員会事務局までお問い合わせください。
　7月1日（水）8時30分から受付開始します。

農地調査係　☎0246-22-7574お問い合わせ先

1

2

平中平窪字扇田

錦町町西

１筆

5筆

田

田

19.42

25.12
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　遠
野
地
区
を
中
心
に
水
稲
及
び
季
節
野
菜
の
栽
培

を
行
う
ほ
か
、
高
齢
農
家
か
ら
の
稲
刈
り
作
業
を
積

極
的
に
受
託
し
、
地
域
農
業
の
維
持
に
寄
与
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
平
成
24
年
に
ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を

設
立
、
乾
燥
機
・
籾
摺
り
機
等
を
導
入
し
、
作
業
の

効
率
化
と
品
質
向
上
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
県
農
業
協
同
組
合
青
年
連
盟
幹
事
長
と
し

て
、
県
内
外
の
若
手
農
業
者
と
の
交
流
を
推
進
し
、

若
手
が
相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
す
る
な
ど
、

地
域
農
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、
遠
野
地
区
の
小
学
生
に
対
す
る
食
育
活

動
を
通
じ
、
稲
や
米
を
用
い
た
体
験
型
学
習
に
よ
り

農
業
へ
の
理
解
と
食
の
重
要
性
を
伝
え
る
な
ど
、
次

世
代
へ
の
農
業
継
承
に
も
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　令和７年度いわき市農林業賞の表彰式が１月30日に開催され、本市の農林業の振興と

発展に多大な功績があった２名、１団体の皆様が受賞されました。

令和7年度 いわき市農林業賞受賞者

　平
成
26
年
9
月
に
設
立
さ
れ
た
農
業
生
産
法
人
で
、

約
1.7

　の
大
規
模
ハ
ウ
ス
に
年
間
を
通
し
て
約
10
種

類
の
ト
マ
ト
を
栽
培
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
29
年
4

月
に
J
G
A
P
、
平
成
30
年
8
月
に
は
F
G
A
P
を

取
得
し
、
適
切
な
農
産
物
の
生
産
工
程
管
理
を
行
い
、

品
質
や
安
全
性
、
労
働
の
安
全
性
に
も
配
慮
し
た
持

続
可
能
な
農
場
運
営
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
生
産
さ
れ
る
ト
マ
ト
の
一
部
は
「
サ
ン
シ

ャ
イ
ン
ト
マ
ト
」
と
し
て
出
荷
さ
れ
、
業
務
用
ト
マ

ト
も
栽
培
し
、
商
社
へ
販
売
す
る
な
ど
販
路
拡
大
に

努
め
、
グ
ル
ー
プ
会
社
と
連
携
し
、
ト
マ
ト
の
収
穫

体
験
の
実
施
や
６
次
化
商
品
の
開
発
に
取
り
組
む
な

ど
、
い
わ
き
産
ト
マ
ト
の
P
R
に
貢
献
し
て
お
り
、

本
市
農
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　遠
野
町
を
拠
点
に
、
国
有
林
や
市
有
林
を
中
心
に

素
材
生
産
事
業
や
森
林
整
備
事
業
に
取
り
組
み
、
業

務
改
善
を
行
い
従
業
員
が
安
心
し
て
働
け
る
体
制
づ

く
り
に
配
慮
す
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
林
業
の
分

野
に
お
い
て
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
磐
城
林

業
協
同
組
合
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
理
事
長
を
務
め
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
作
業
指
導
員
と
し
て
、
い
わ
き

市
全
体
の
林
業
従
事
者
を
対
象
に
安
全
衛
生
教
育
・

指
導
を
実
施
す
る
な
ど
、
林
業
従
事
者
の
確
保
・
育

成
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
の
立
ち
上

げ
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
運
営
会
議
の
委
員
と
し
て
、

林
業
人
材
の
育
成
を
通
じ
て
地
域
林
業
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

平子　作麿 様 常磐松が台

株式会社JRとまとランドいわきファーム
四倉町中島

折笠　明憲様 遠野町上根本

ha

個
人
・
団
体
の
部
︵
個
人
︶

個
人
・
団
体
の
部
︵
団
体
︶

青

年

の

部

　四
倉
町
（
旧
大
野
村
）
山
田
小
湊
地
区
か
ら
の
遺
跡
発
掘
報

告
で
す
。
当
該
エ
リ
ア
は
、
今
年
か
ら
、
農
地
整
備
事
業
（
大

野
第
三
ほ
場
）
の
詳
細
設
計
に
着
手
し
ま
す
が
、
そ
の
前
に
行

わ
れ
る
「
埋
蔵
文
化
財
試
掘
・
確
認
調
査
が
、
２
０
２
５
年
３

月
に
引
き
続
き
、
２
０
２
６
年
２
月
に
も
実
施
さ
れ
、
多
く
の

遺
物
（
石
鏃
、
土
偶
、
土
師
器
甕
等
）
が
出
土
し
ま
し
た
。

　一
方
、
こ
の
エ
リ
ア
は
、
大
野
条
理
跡
と
し
て
有
名
で
、
近

く
に
は
、
玉
山
古
墳
（
前
方
後
円
墳
）
、
高
倉
山
古
生
層
（
三

葉
虫
）
、
戸
田
条
理
遺
跡
等
も
発
掘
さ
れ
て
ま
す
。

　今
回
の
試
掘
結
果
は
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
の
人
々
の
生
活

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
大
量
の
遺
物
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
更
に
、
大
掛
か
り
な
発
掘
作
業
に
進
展
す
る
公
算

が
高
い
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、
農
地
整
備
事
業
が
先
送
り
さ
れ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
ふ
と
、
古
代
浪
漫

に
思
い
を
馳
せ
る
初
春
と
な
り
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Topics

大
野
の
里
へ
浪
漫
飛
行

【写真提供】公益財団法人いわき市教育文化事業団 試掘作業風景

【古墳時代】土師器甕

【縄文時代晩期】

【縄文時代石鏃(やじり)】

（
執
筆

　木
村
義
昭
）
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今
回
は
、
常
磐
岩
ケ
岡
町
に
て
約
4
ha
の
農
地
を
耕
作
す
る

鈴
木
忠
光
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
市
内
で
も
数
少
な
い
、
40
代
の
米
農
家
と
し
て
活
躍
す
る
忠

光
さ
ん
。
「
実
は
親
か
ら
は
、
農
業
で
は
生
活
が
厳
し
い
か
ら

農
家
に
は
な
る
な
、
と
言
わ
れ
て
育
っ
た
ん
で
す
。
」
と
笑
い

ま
す
。
そ
ん
な
忠
光
さ
ん
が
、
室
町
時
代
か
ら
続
く
農
家
の
29

代
目
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？ 

　
25
歳
の
頃
、
消
防
士
に
入
職
し
６
ヶ
月
間
の
寮
生
活
に
入
っ

た
そ
の
翌
日
、
突
然
祖
父
が
倒
れ
帰
ら
ぬ
人
に
。
そ
の
４
ヶ
月

後
に
は
父
が
、
相
次
い
で
他
界
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
一
家
の
大

黒
柱
で
あ
る
２
人
が
亡
く
な
り
生
活
は
一
変
し
ま
し
た
が
、

春
が
来
て
田
植
え
せ
ね
ば
と
落
ち
着
か
な
い
祖
母
や
母
の
姿

と
、
ま
だ
ま
だ
使
え
る
農
機
具
た
ち
が
忠
光
さ
ん
の
心
を
動

か
し
ま
し
た
。
最
初
の
年
は
、
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
中
で

近
所
の
方
に
教
え
て
も
ら
い
、
家
族
と
身
近
な
人
が
食
べ
る

最
低
限
の
量
を
確
保
し
よ
う
と
４
反
の
み
耕
し
、
農
家
と
し

て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
転
機
と
な
っ
た
の

は
、
農
家
を
継
い
で
２
年
後
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
で
、
食
糧
が
買
え
な
く
な
っ
た
経
験
で
す
。
そ
の

時
に
食
の
安
全
に
つ
い
て
や
、
今
後
起
こ
り
う
る
経
済

の
変
化
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
た
こ
と
で
、
自
分
で
食

べ
物
を
作
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
、
米
づ
く
り
に

対
す
る
向
き
合
い
方
が
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
今
で
は
自
然
栽
培
や
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
に
こ
だ
わ
っ

た
お
米
作
り
に
励
み
、
安
全
・
安
心
な
食
を
求
め
る
方
に
定

着
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
耕
作
面
積
を
広
げ
て
い
く

予
定
で
す
か
？
と
尋
ね
る
と
、
農
機
具
の
大
き
さ
や
自
分
１

人
で
で
き
る
範
囲
、
将
来
子
ど
も
に
受
け
継
ぐ
時
の
負
担
感

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
、
今
よ
り
も
う
少
し
広
げ
た
５
ha

く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
良
い
と
言
い
ま
す
。
「
子
ど
も
が
30
代

目
を
継
ぎ
た
い
と
思
え
る
よ
う
、

自
分
の
役
目
は
環
境
を
整
え
る
こ

と
で
す
。
」
そ
う
話
す
忠
光
さ
ん

の
目
は
、
静
か
に
熱
く
、
将
来
を

見
据
え
て
い
ま
し
た
。
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い
わ
き
市
農
業
委
員
会
、
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
20
名

は
、
令
和
8
年
1
月
19
日
・
20
日
の
両

日
、
千
葉
県
成
田
市
の
有
機
農
業
の
取

組
み
と
、
同
じ
く
千
葉
県
の
印
旛
沼
に

於
け
る
、
大
規
模
の
農
業
用
排
水
施
設

を
研
修
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
初
日
の
成
田
市
役
所
で
は
、
経
済
部

農
政
課
に
よ
る
成
田
市
の
農
業
、
と
り

わ
け
有
機
野
菜
を
始
め
と
す
る
有
機
農

業
に
関
す
る
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
成
田
市
も

年
々
農
業
戸
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

2
0
2
0
年
に
は
1
8
5
6
戸
と
な
り
、

令
和
6
年
に
は
、
有
機
農
業
者
が
取
組

面
積
8
2
5
3
a
・
35
戸
と
な
っ
て
い

ま
す
。
又
、
学
校
給
食
に
有
機
農
産
物

を
よ
り
多
く
取
り
入
れ
る
べ
く
、
令
和

11
年
ま
で
に
は
目
標
値
、
取
組
面
積
9
0
7
8
a
・

有
機
農
業
者
38
戸
と
す
る
と
共
に
、
令
和
7
年
度
の

有
機
米
使
用
学
校
が
3
校
を
、
市
立
小
中
義
務
教
育

学
校
全
校
（
29
校
）
へ
、
有
機
野
菜
も
全
使
用
量
の

5
％
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
成
田
市
に
お
け
る
有
機
農
業
の
取
組
は
、
30
年
以

上
前
か
ら
行
な
わ
れ
て
お
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
農

業
に
取
組
ん
で
い
る
農
業
者
団
体
が
複
数
有
り
、
今

後
も
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
成
田
市
は
成

田
国
際
空
港
を
有
し
て
お
り
、
空
港
近
く
に
卸
売
市

場
を
移
転
し
た
こ
と
に
よ
り
、
農
産
物
の
輸
出
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
2
日
目
は
、
印
旛
沼
の
農
業
用
排
水
施
設
の
有
様

を
視
察
し
ま
し
た
。
印
旛
沼
は
千
葉
県
の
北
部
に
位

置
し
、
成
田
市
に
も
隣
接
し
周
辺
に
は
広
大
な
水
田

を
有
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
で
も
印
西
市
の
、

令
和
2
年
度
に
完
成
し

た
宗
吾
西
機
場
を
見
学

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
内
径
1
9
.
9
m
、

壁
高
2
7
.
8
m
の
円
柱

型
の
吐
水
槽
が
ひ
と
き

わ
目
に
つ
き
ま
し
た
。

　
最
大
排
水
量
1
7
1
0

㎥
の
用
水
が
周
辺
の
水

田
に
満
遍
な
く
行
き
わ

た
る
様
が
目
に
う
か
ぶ

よ
う
で
す
。

　
現
在
い
わ
き
市
で
も

有
機
農
産
物
を
学
校
給

食
に
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
と
聞
き
ま
す
が
、

そ
の
使
用
量
の
割
合
が

多
く
な
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
子
供
た
ち
の
未
来
の

た
め
に
』

　
　
　

行
政
視
察
研
修
で

千
葉
県
成
田
市
へ

（
撮
影
・
執
筆
　
四
家
　
誠
）

▲印旛沼の
　農業用排水
　施設の視察
　光景

▶成田市役所
　で有機農業
　に関する説
　明を受ける

す
ず

　
き

　
　
　た
だ

　み
つ

農業者年金に加入できません

農
業
者
年
金
に

加
入
で
き
ま
す
！

あ
な
た
は
20
歳

以
上
で
60
歳
未

満
で
す
か
？

国
民
年
金
の
第

1
号
被
保
険
者

で
す
か
？

国
民
年
金
の
保

険
料
を
免
除
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

年
間
60
日
以
上

農
業
に
従
事
し

て
い
ま
す
か
？

は　い いいえいいえいいえ

い
い
え

は

　い

は

　い

は

　い

農業者年金農業者年金
農業者年金基金
ホームページ

https://www.nounen.go.jp/

詳しくは・・・
農業者の方は、国民年金の上乗せの公的な年金「農業者年金」に加入して安心で豊かな老後を！

農業者年金基金のシミュレーターで受け取り年金額を試算ができます！

農業者年金基金 検索

メリットが多い制度です

【農業者年金の特徴】
①農業だけが加入できる国民年金の上乗せの公的年金です。
②少子高齢時代に強い積立方式・確定拠出型です。
③保険料は自分で決められ、いつでも見直しできます。（2万円～6万７千円の範囲内から千円単位）
④終身年金です。80歳前にお亡くなりになった場合、死亡一時金があります。
⑤任意脱退が可能です。脱退一時金はありません。
⑥保険料は全額社会保険料控除の対象、年金資産の運用益の非課税です。
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磐
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岡
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光
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。
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光
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。
」
と
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。
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光
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が
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町
時
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続
く
農
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29
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か
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は
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６
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。
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落
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家
族
と
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近
な
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が
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べ
る

最
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の
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を
確
保
し
よ
う
と
４
反
の
み
耕
し
、
農
家
と
し

て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
転
機
と
な
っ
た
の

は
、
農
家
を
継
い
で
２
年
後
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
で
、
食
糧
が
買
え
な
く
な
っ
た
経
験
で
す
。
そ
の

時
に
食
の
安
全
に
つ
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て
や
、
今
後
起
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う
る
経
済

の
変
化
に
つ
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て
学
び
を
深
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た
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と
で
、
自
分
で
食

べ
物
を
作
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
、
米
づ
く
り
に

対
す
る
向
き
合
い
方
が
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
今
で
は
自
然
栽
培
や
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
に
こ
だ
わ
っ

た
お
米
作
り
に
励
み
、
安
全
・
安
心
な
食
を
求
め
る
方
に
定

着
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
耕
作
面
積
を
広
げ
て
い
く

予
定
で
す
か
？
と
尋
ね
る
と
、
農
機
具
の
大
き
さ
や
自
分
１

人
で
で
き
る
範
囲
、
将
来
子
ど
も
に
受
け
継
ぐ
時
の
負
担
感

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
、
今
よ
り
も
う
少
し
広
げ
た
５
ha

く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
良
い
と
言
い
ま
す
。
「
子
ど
も
が
30
代

目
を
継
ぎ
た
い
と
思
え
る
よ
う
、

自
分
の
役
目
は
環
境
を
整
え
る
こ

と
で
す
。
」
そ
う
話
す
忠
光
さ
ん

の
目
は
、
静
か
に
熱
く
、
将
来
を

見
据
え
て
い
ま
し
た
。
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は
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少
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向
に
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有
機
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8
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に
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で
に
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の
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使
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学
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が
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市
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中
義
務
教
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使
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の
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る
有
機
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の
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以
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、
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境
に
や
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に
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る
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団
体
が
複
数
有
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後
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が
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国
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に
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③保険料は自分で決められ、いつでも見直しできます。（2万円～6万７千円の範囲内から千円単位）
④終身年金です。80歳前にお亡くなりになった場合、死亡一時金があります。
⑤任意脱退が可能です。脱退一時金はありません。
⑥保険料は全額社会保険料控除の対象、年金資産の運用益の非課税です。
⑦支払った保険料は、加入期間に応じ、任意脱退しても将来支給できる年金額に反映されます。
⑧加入後は、国民年金の付加年金（月額400円）に加入していただく必要があります。

○加入しているかどうか
　問わず、制度や手続きに
　ついて、専門相談員に質
　問や相談ができます。
専門相談員　
03-3502-3199

※平日午前９時から午後５時まで

ご存じですか？

農政振興係　☎0246-22-7534お問い合わせ先
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農地流動化情報農地流動化情報
　農業委員会では、耕作を目的とする農地情報の収集・提供を行って
います。売買・貸借等の意向がある方は、是非ご相談下さい。

貸したい貸したい
農地の所在地 地目 面積（a）No.

※
条
理
と
は
：
古
代
（
飛
鳥
・

　奈
良
・
平
安
時
代
）
に
行
わ

　れ
た
「
碁
盤
目
」
状
の
土
地

　区
画
制
度

◎ご覧になって、手続き等の詳細を知りたいという方　
　は、農業委員会事務局までお問い合わせください。
　7月1日（水）8時30分から受付開始します。

農地調査係　☎0246-22-7574お問い合わせ先

1

2

平中平窪字扇田
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　遠
野
地
区
を
中
心
に
水
稲
及
び
季
節
野
菜
の
栽
培

を
行
う
ほ
か
、
高
齢
農
家
か
ら
の
稲
刈
り
作
業
を
積

極
的
に
受
託
し
、
地
域
農
業
の
維
持
に
寄
与
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
平
成
24
年
に
ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を

設
立
、
乾
燥
機
・
籾
摺
り
機
等
を
導
入
し
、
作
業
の

効
率
化
と
品
質
向
上
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
県
農
業
協
同
組
合
青
年
連
盟
幹
事
長
と
し

て
、
県
内
外
の
若
手
農
業
者
と
の
交
流
を
推
進
し
、

若
手
が
相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
す
る
な
ど
、

地
域
農
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、
遠
野
地
区
の
小
学
生
に
対
す
る
食
育
活

動
を
通
じ
、
稲
や
米
を
用
い
た
体
験
型
学
習
に
よ
り

農
業
へ
の
理
解
と
食
の
重
要
性
を
伝
え
る
な
ど
、
次

世
代
へ
の
農
業
継
承
に
も
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　令和７年度いわき市農林業賞の表彰式が１月30日に開催され、本市の農林業の振興と

発展に多大な功績があった２名、１団体の皆様が受賞されました。

令和7年度 いわき市農林業賞受賞者

　平
成
26
年
9
月
に
設
立
さ
れ
た
農
業
生
産
法
人
で
、

約
1.7

　の
大
規
模
ハ
ウ
ス
に
年
間
を
通
し
て
約
10
種

類
の
ト
マ
ト
を
栽
培
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
29
年
4

月
に
J
G
A
P
、
平
成
30
年
8
月
に
は
F
G
A
P
を

取
得
し
、
適
切
な
農
産
物
の
生
産
工
程
管
理
を
行
い
、

品
質
や
安
全
性
、
労
働
の
安
全
性
に
も
配
慮
し
た
持

続
可
能
な
農
場
運
営
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
生
産
さ
れ
る
ト
マ
ト
の
一
部
は
「
サ
ン
シ

ャ
イ
ン
ト
マ
ト
」
と
し
て
出
荷
さ
れ
、
業
務
用
ト
マ

ト
も
栽
培
し
、
商
社
へ
販
売
す
る
な
ど
販
路
拡
大
に

努
め
、
グ
ル
ー
プ
会
社
と
連
携
し
、
ト
マ
ト
の
収
穫

体
験
の
実
施
や
６
次
化
商
品
の
開
発
に
取
り
組
む
な

ど
、
い
わ
き
産
ト
マ
ト
の
P
R
に
貢
献
し
て
お
り
、

本
市
農
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　遠
野
町
を
拠
点
に
、
国
有
林
や
市
有
林
を
中
心
に

素
材
生
産
事
業
や
森
林
整
備
事
業
に
取
り
組
み
、
業

務
改
善
を
行
い
従
業
員
が
安
心
し
て
働
け
る
体
制
づ

く
り
に
配
慮
す
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
林
業
の
分

野
に
お
い
て
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
磐
城
林

業
協
同
組
合
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
理
事
長
を
務
め
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
作
業
指
導
員
と
し
て
、
い
わ
き

市
全
体
の
林
業
従
事
者
を
対
象
に
安
全
衛
生
教
育
・

指
導
を
実
施
す
る
な
ど
、
林
業
従
事
者
の
確
保
・
育

成
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
の
立
ち
上

げ
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
運
営
会
議
の
委
員
と
し
て
、

林
業
人
材
の
育
成
を
通
じ
て
地
域
林
業
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

平子　作麿 様 常磐松が台

株式会社JRとまとランドいわきファーム
四倉町中島

折笠　明憲様 遠野町上根本

ha

個
人
・
団
体
の
部
︵
個
人
︶

個
人
・
団
体
の
部
︵
団
体
︶

青

年

の

部

　四
倉
町
（
旧
大
野
村
）
山
田
小
湊
地
区
か
ら
の
遺
跡
発
掘
報

告
で
す
。
当
該
エ
リ
ア
は
、
今
年
か
ら
、
農
地
整
備
事
業
（
大

野
第
三
ほ
場
）
の
詳
細
設
計
に
着
手
し
ま
す
が
、
そ
の
前
に
行

わ
れ
る
「
埋
蔵
文
化
財
試
掘
・
確
認
調
査
が
、
２
０
２
５
年
３

月
に
引
き
続
き
、
２
０
２
６
年
２
月
に
も
実
施
さ
れ
、
多
く
の

遺
物
（
石
鏃
、
土
偶
、
土
師
器
甕
等
）
が
出
土
し
ま
し
た
。

　一
方
、
こ
の
エ
リ
ア
は
、
大
野
条
理
跡
と
し
て
有
名
で
、
近

く
に
は
、
玉
山
古
墳
（
前
方
後
円
墳
）
、
高
倉
山
古
生
層
（
三

葉
虫
）
、
戸
田
条
理
遺
跡
等
も
発
掘
さ
れ
て
ま
す
。

　今
回
の
試
掘
結
果
は
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
の
人
々
の
生
活

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
大
量
の
遺
物
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
更
に
、
大
掛
か
り
な
発
掘
作
業
に
進
展
す
る
公
算

が
高
い
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　こ
の
こ
と
か
ら
、
農
地
整
備
事
業
が
先
送
り
さ
れ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
ふ
と
、
古
代
浪
漫

に
思
い
を
馳
せ
る
初
春
と
な
り
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Topics

大
野
の
里
へ
浪
漫
飛
行

【写真提供】公益財団法人いわき市教育文化事業団 試掘作業風景

【古墳時代】土師器甕

【縄文時代晩期】

【縄文時代石鏃(やじり)】

（
執
筆

　木
村
義
昭
）
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編集後記編集後記

No.209

ら
か
紙
表
の
号
今

ら
か
紙
表
の
号
今

地区だより

（
撮
影
・
執
筆

　油
座
盛
明
）

「TAGAYASU」に名称が変わり、7部目になります。

編集後記となり「文字とのふれあい」が大変増えてきた

ことを実感しています。もしも、見る聞く話すしかなか

ったら壮大な歴史の変化を知ることは叶わなかったと思

われます。「文字」には残す力が備わっていると強く感

じます。農業委員会だより「TAGAYASU」も振り返っ

て見た時に農業の歴史、いわきの歴史などを思い起こす

ことができるかと思います。

　ちなみに「TAGAYASU耕（す）」は「田返す」の音

変化で田畑を掘り返すの意味があり、人にとっては、過

去を振り返る意味合いにも取れます。「文字とのふれあ

い」により、数々の思い出など心を耕すこともできるの

ではと思います。

　皆様も日記、手紙、メモ、何にでも「文字」を書き留

めておいてはいかがでしょうか？

 過ぎ去りし過去には感動が埋もれているはずです。  

　　　　　　　　　　　　　　　　　（執筆：新妻吉人）

　昨
年
11
月
23
日
に
田
人
ふ
れ

あ
い
館
を
メ
イ
ン
会
場
に
し
て

「
た
び
と
ほ
っ
こ
り
祭
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
度
の
「
た
び
と
ほ
っ
こ

り
祭
」
は
13
台
の
軽
ト
ラ
が
並

び
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
に
は
９
店

の
出
店
が
あ
り
ま
し
た
。
軽
ト

ラ
の
荷
台
に
は
田
人
産
の
新
鮮

な
ネ
ギ
や
白
菜
、
大
根
、
さ
し

み
こ
ん
に
ゃ
く
等
が
所
せ
ま
し

と
並
び
ま
し
た
。
フ
ー
ド
コ
ー

ト
に
は
、
田
人
観
光
い
ち
ご
園

の
い
ち
ご
マ
フ
ィ
ン
、
や
ま
ぼ

う
し
の
家
か
ん
ぱ
ー
に
ゅ
の
そ

ば
粉
ク
レ
ー
プ
、
こ
び
と
の
森

の
ト
マ
ト
カ
レ
ー
、
し
ど
き
の

森
の
み
そ
お
で
ん
、
田
人
地
区

集
落
支
援
員
の
じ
ゅ
う
ね
ん
塩

の
栗
お
こ
わ
、
田
人
町
商
工
会

女
性
部
の
自
然
薯
か
き
あ
げ
そ

ば
等
地
元
の
お
店
や
地
元
産
の

食
材
を
使
っ
た
食
べ
物
を
中
心

に
た
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
が
並

　土
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
な
が
ら
、

今
年
も
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
時
期
を

迎
え
ま
し
た
。
７
月
号
の
表
紙
に
は
、

そ
ん
な
収
穫
の
喜
び
あ
ふ
れ
る
一
枚

を
選
び
ま
し
た
。

　畑
か
ら
掘
り
起
こ
し
た
一
つ
ひ
と

つ
に
、
時
間
と
手
間
、
そ
し
て
自
然

の
恵
み
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　物
価
上
昇
が
続
き
、
こ
れ
か
ら
さ

ら
に
イ
ン
フ
レ
が
進
ん
で
行
く
中
で
、

　「
自
分
た
ち
で
作
る
こ
と
の
大
切

さ
」
を
子
供
た
ち
へ
伝
え
て
い
く
こ

と
。
こ
れ
も
ま
た
私
た
ち
大
人
の
大

切
な
役
割
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　畑
に
立
ち
、
汗
を
流
し
、
草
を
取

り
丁
寧
に
育
て
た
モ
ノ
を
自
分
の
手

で
収
穫
す
る
経
験
は
、
食
べ
物
の
あ

り
が
た
さ
だ
け
で
な
く
、
「
生
き
る

力
」
や
「
考
え
る
力
」
を
も
育
て
て

く
れ
ま
す
。

　そ
し
て
何
よ
り
、
自
ら
の
手
で
収

穫
し
た
も
の
が
、
親
の
手
で
温
も
り

あ
る
料
理
へ
と
変
わ
り
、
食
卓
で
の

笑
顔
に
つ
な
が
っ
た
と
き
、
最
高
の

ご
馳
走
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
自
然
と
関
わ
り
な
が
ら
農
業

を
楽
し
め
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
も
、

私
た
ち
大
人
の
大
切
な
役
割
で
す
。

　作
る
喜
び
を
次
の
世
代
へ
と
つ
な

ぎ
、
豊
か
な
未
来
を
築
く
た
め
、
私

た
ち
大
人
が
で
き
る
こ
と
を
一
歩
ず

つ
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　

び
ま
し
た
。

　当
日
の
開
催
時
間
は
９
時
で

し
た
が
、
時
間
前
か
ら
新
鮮
な

野
菜
な
ど
を
目
当
て
に
た
く
さ

ん
の
お
客
さ
ん
が
並
び
、
お
昼

前
に
は
ど
の
お
店
も
完
売
に
な

り
ま
し
た
。

　ま
た
、
ス
ピ
ン
オ
フ
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
、
田
人
の
各
地
で
だ
い

こ
ん
の
収
穫
祭
や
陶
芸
体
験
、

焼
き
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

の
企
画
が
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん

の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
た
び
と
ほ
っ
こ
り
祭
」の
第
１

回
は
平
成
20
年
（
2
0
0
8
年
）
。

　台
風
19
号
に
よ
る
被
害
を
受

け
た
令
和
元
年
と
コ
ロ
ナ
が
蔓

延
し
た
令
和
２
年
・
３
年
は

「
田
人
ひ
っ
そ
り
市
」
と
い
う

ネ
ー
ミ
ン
グ
で
小
規
模
に
開
催

し
ま
し
た
。
第
１
回
か
ら
毎
年
、

た
く
さ
ん
の
方
に
田
人
に
来
て

い
た
だ
き
、
地
区
住
民
と
し
て

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
多
く
の
方
に
来
て
い

た
だ
き
、
田
人
の
豊
か
な
自
然

や
美
し
い
風
景
を
楽
し
ん
で
、

田
人
の
人
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

鈴 木 義 直 委 員 長 ・ 菅 野 綾 副 委 員 長
加 茂 直 雅 ・ 四 家 　 誠 ・ 鈴 木 忠 光
木 村 義 昭 ・ 新 妻 吉 人 ・ 油 座 盛 明

編集委員

田人地区

「たびとほっこり祭」が
盛大に開催されました

　（
執
筆

　鈴
木
忠
光
）

いわき市農業委員会編集・発行
〒970-8026 いわき市平字堂根町４－８
TEL.0246-22-7534　FAX.0246-22-7538

https://www.city.iwaki.lg.jp内の
キーワード『農業委員会』

農業委員会ホームページ

Contents
2
3
4
5
6

2
3
4
5
6

……令和７年度いわき市農林業賞受賞者
……Agri  Interview
……行政視察研修、農業者年金
……農地流動化情報、Topics
……地区だより、今号の表紙から

6209   　　
　　 No.209

Jul.2026

いわき市農業委員会だより


